
企画趣旨

わが国の人口はピークを迎えた。国立社会保障 ・人口問題研究所

の中位推計によると、人口が1億2000万人を切るのは2025年頃と推測

され、それまでは緩やかに減少する。その後、人口減少のペースは加

速し、2045年頃にはl億人を切るという。世界中のどの国も経験したこ

とのない、かつてない継続的な人口減少時代に突入しようとしているO

本格的な人口減少社会の到来を控え、経済規模の縮小や社会保

障問題をはじめとした、さまざまな問題が懸念されている。社会資本整

備も例外ではなく、厳しい財政制約がさらに大きな足かせとなってい

る。しかしながら、活力を維持しながら安全で自然と共生しうる社会づく

りに、われわれ土木技術者はより戦略的な思考をもって取り組んで、いか

なければならない。

では、活力ある明るい人口減少社会の実現に向けて、今、また、今後

何をすべきなのだろうか。本特集では社会構造の将来変化を踏まえた

うえで、人口減少社会が抱え得る謀題を探り、元気で住みよい国・地

域の未来を創造するためのアプローチや土木が果たすべき役割につ

いて考える。 （神田佑亮）
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